
了

惠

上

人

の

傳

に

就

て

石

橋

誡

道

]

そ

の

時

代

了
惠
上
人
生
存
の
年
代
は
、
鎌
倉
時
代

の
末
期
、
寛
元
元
年
か
ら
元
徳
二
年
の
頃
ま
で
約
八
十
餘
年
間
で
、
其
の
間
の
天
皇

は
、
八
十
八

代
の
後
嵯
峨
天
皇
、
、八
十
九
代
後
深
草
天
皇
、
九
十
代
霾
山
天
皇
、
九
十

】
代
後
宇
多
天
皇
、
九
十
二
代
伏
見
天
皇
、

九
十
三
代
後
伏
見
天

皇
、

九
十
四
代
後

二
條
天
皇
、
九
十
五
代
花
園
天
皇
、
九
十
六
代
後
醍
醐
天
皇
の
治

腔
の
間
で
、
實
に
九
代
の
天
皇

の
交
替
が
あ
つ
た
。
ま

た
、
執
權
北
條
氏
か
ら
い
へ
ば
、
時
韻
、
時
宗
、
長
時
、
政
村
、
貞
時
、
師
時
、
宗
宣
、
熈
時
、
基
時
、
高
時
、
貞
顯
、

守
時
の
時
代

で
あ

つ
た

。
こ
の
間
に
於
て
、
南
都
,北
嶺
の
爭
,
三
井
寺
-こ
延
暦
寺
-こ
の
爭
議
な
さ
幾
多

の
小
せ
り
合
が
繰
り
返
へ
さ
れ

た
が
、
當
時
最
も
國

民

の
心
膽
を
寒
か
ら
し
め
た
も
の
は
元
寇

の
亂
で
あ

つ
た
。
然
し
こ
れ
も
間
も
な
く
夲
穩
に
歸
し
た
の
で
、
ま
つ
大
體

に
於
て
は
李
安
の
時
代

で
あ

つ
た
。

當

時
中
々
名
僭
も
多

か
つ
た
。
ま
つ
有
名
な
人

々
を
擧
げ
て
見
る
ーこ
、
日
蓮
、
親
鸞
、

暢
遍
等
は
各

々

】
宗
を
開
き
、
唐
招
提
寺
の
大
悲

菩
薩
、
西
大
寺
の
興
正
菩
薩

は
南
都
の
戒
律
を
中
興

し
、
淨
土
宗
で
は
記
主
門
下
の
六
派
か
成
立
し
た
。

然
し
な
が

ら
何
ん

ーこ
い
つ
て
も
禪

宗
の
勢

力
が
盛
ん
で
あ
つ
た
r
)
'i)
は
爭

は
れ
な

い
事
實

で
あ
る
。
即
ち
當
時
は
禪
家
の
高
僭
が
續

々
支
那
か
ら
來
朝

し
て
、
多
く
我
國
に
歸

化
し
た
爲
に
、
幕
府
も
之
を
優
待

し
、
民
衆
あ
競
ふ
て
歸
仰
し
て
、
大
に
こ
の
宗
が
盛
ん
に
な

つ
て
來
た
ざ
同
時
に
、
我
國
か
ら
も
立
派
な

入

々
か
輩
出

し
た
。
即
ち
そ
の
中
有
名
な
人
を
擧
れ
ば
、
蘭
溪
禪
師
、
無
學
禪
師
、

一
山
禪
師

は
歸
化
檜
で
あ
り
、

兀
巷
禪
師

は

一
た
び
日
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本
に
來

つ
て
後
に
宋
に
歸

つ
た
人
で
あ
る
。
ま
た
我
國
の
有
名
な
人
で
は
、
永
夲
寺

の
邁
元
藤
師
、
東
幅
寺
の
聖

一
國
師
.
圓
覺
寺

の
佛
光

國
師

、
萬
壽
寺
の
大
應
國
師
、
天
龍
寺
の
夢
窓
國
師
、
南
禪
寺
の
佛
燈
國
師
、
雲
巖
寺
の
佛
國
々
師
等
が
あ
る
が
、

そ
の
他
な
ほ
有
名
な
人

が
澤

山
あ
る
。
即
ち
人
物
の
點

か
ら

い
へ
ば
、
全
く
禪
宗
の
全
盛
時
代

-こ
い
ふ
も
敢

へ
て
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。
ま

た
民
衆
の
信
仰
の
上
か

ら
い

つ
て
も
恐
く
は
禪
宗
が
第

噌
位
を
占
た
で
あ
ら
う
。
そ
は
舊
來
の
宗
教
に
は
、
種

々
の
弊
害
が
件
つ
て
、
萎
廱

不
振

の
状
態
で
あ
る
所

か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
初
よ
り
新
宗
教
が
續
出
し
て
、
其
等
に
取
つ
て
代
ら
ん
ε
し
た
中
、
ま
つ
禪
宗
・こ
淨
土
宗
ε
日
蓮
宗
-こ
が
、
轡
を
並
べ

て
走

り
出

し
た
が
、
支
那
禪
宗

の
影
響
井
に
來
朝
高
儕
の
應
援
や
ら
,
ま
た
武
家
諸
公
が
禪
昧
を
政
治
に
も
應

用
し

て
、
質
實
強
健
の
氣
風

を
養

成
せ
ん
ε
し
た
所
か
ら
、
此
の
宗
に
歸
依
す
る
者
漸
く
多
く
、
逡
に
禪
宗
が
最
も
勢
力
を
得
る
や
う
に
な
つ
た

の
で
あ
ら
う
。

訳

に
著
述
の
上
か
ら
考

へ
る
・こ
、
こ
の
時
代
の
代
表
者

、こ
し
て
は
、
新
義
眞
言
宗

の
頼
瑜
阿
闊
梨
ε
東
大
寺
の
凝

然
大
徳
さ
、
親
鸞
上
入

S
、
記

主
禪
師
ε
、
日
蓮
上
人

ε
、
了
惠
上
人
等
を
擧
け
て
よ
か
ら
う
ε
思
ふ
。
そ
の
他
宗
性
の
倶
舍
論
明
思
抄
四
十
餘
卷
、

了
澄

の
阿
娑

縛
抄
百
卷
、
無
佳
の
沙
石
集
十
卷

、
有
範
の
大
日
經
疏
妙
印
抄
三
十
卷
、
舜
昌
の
法
然
上
人
傳
四
十
八
卷
、
虎
關
の
元
亨
釋
書
三
十
卷
、
湛

睿
の
起
信
論
義
記
教
理
鈔
十
九
卷
、
向
阿
上
人
の
三
部
假
名
鈔
七
卷
等
も
み
な
こ
の
時
代

の
有
名
な
著
述
で
は
あ
る
が
、
頼
瑜
、
凝
然
等
-こ

は
比

べ
も
の
に
は
な
ら
な

い
。

・

斯
樣

に
新
宗
の
勃
興
ε
共
に
、
ま
た
そ
の
教
義
が
熱

心
に
研
究
せ
ら
れ
た
昧
代

で
あ

つ
た
の
に
、
特
に
淨
土
宗
は
記
主
門
下
の
六
派
が
互

に
研
究

に
研
究
を
重
ね
て
、
翼
義
を
發
揮
せ
ん
ーこ
努
め
た
時
で
あ

つ
た
か
ら
、
了
惠
上
人
も
ま
た
そ
の
研
究
に
、

生
涯
沒
頭
さ
れ
た
の
で
あ

つ
た
。
上
人
の
著
述
-こ
し
て
今
殘
さ
れ
て
あ
る
も
の
は
、
其
等
の
研
究
の
粹
で
あ
る
、こ
言

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

逋

華
堂

と
望

西
樓

と
悩
眞
寺
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了
惠

上
人
は
又
逋
光
ξ
い
ひ
、
そ
の
佳
所
を
蓮
華
堂

,
望
西
樓
、
悟
眞
寺
・こ
稱

へ
た
。

所
が
此
等
が

さ
の
邊
に
あ

つ
た
か
ε
い
ふ
こ
ε
を



今
明

か
に
知
る
こ
ミ
が
出
來
な

い
。
然
し
な
が
ら
、
名
越
の
良
山
上
人
の
著
.こ
傳

ふ
る
黒
衣
相
傳
に
は
(續
淨
土
宗

全
書
名
越
叢
書
)
五
條
大

宮
蓮
華
堂
溢
光
上
人
了
惠

-こ
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
恐
く
は
五
條
大
宮
の
附
近
で
あ

つ
た
ら
う
ーこ
思
ふ
。

ま

た
寺
町
の
清
淨
華
院
の
所
藏

で
あ
る
、
了
惠
上
人
自
筆
の
圓
頓
戒
譜
の
終
の
に
、
了
惠
の
弟
子
の
隆
惠
が
、
文
保
元
年
の
二
月
、
洛
陽

五
條
坊
門
大
宮
悟
眞
寺
の
方
丈
で
、
了
惠
上
入
か
ら
、
そ
の
圓
戒
譜
を
相
承
し
た
こ
・こ
が
奥
書
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、

悟
眞
寺
も
ま
た
五
條
大

宮
に
あ
つ
た
こ
、こ
は
明
か
で
あ
る
。
し
て
み
る
、こ
蓮
華
堂

ε
、
望
西
樓

・こ
、
悟
眞
寺
、こ
は
全
く
同

一
の
所
で
あ

つ
た

で
は
あ

る
ま

い
か
ーこ
も

思
は
れ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
此
の
三
名

は
全
く

一
寺

の
異
名
で
あ

つ
π
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。

今
淨
華
院
の
圓
戒
譜
の
奥
書
を
下
に

轉
載
し
て
み
よ
う
。

文
保
元
年

二
月
十
八
日
初
更
奉
レ授
二

沙
門
隆
惠

一畢

望
西
樓
沙
門
了
惠
(華
押
)

文
保
元
年
二
月
+
八

日
初
更
於
二洛
陽
五
條
坊
門
大
宮
悟
眞
寺
方
丈
佛
前

一奉
・値
二先
師
了
惠
上
人

一受
・
之

ご
記
さ
れ
て
あ
る
。
そ
う
し
て
昔
の
五
條
坊
門

・こ
い
ふ
の
は
今
の
佛

光
寺
通
り
で
あ
る
か
ら
、
今
の
大
宮
佛
光
寺

附
近
か
即
ち
昔
の
五
條

坊
門
大
宮
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
大
宮
通
の
五
條
か
ら
佛
光
寺
邊
ま
で
の
間
に
悟
眞
寺
が
あ

つ
て

一
名
之
を
蓮
華
堂

、こ
名
付
け
、
ま
た
そ
の

堂
の
附
近
に
は
、
餘
り
に
家
屋
の
障
害
も
な
く
、
見
渡
す
限
り
晴
れ
や
か
で
、
西
方
を
望
む
に
最
も
都
合
の
よ
い
所

か
ら
望
西
樓
-、冒
名
け
仁

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
若
し
然
れ
ば
其
名
は
三
種
に
な
つ
て
ゐ
ゐ
が
途
に

一
所
を
顯
は
す
に
過
ぎ
な
い
。

け

れ
さ
吃
西
方
願
求
者
に
最
も
ふ

さ
は
し
い
望
西
樓
、こ
い
ふ
名
を
、
了
惠
上
人

は
多
べ
使
は
れ
た
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

所
が

了
惠
上
人
の
著
、
論
註
略
鈔
上
卷
の
撰
號
に
、
良
忠
上
人
面
受
弟
子
三
條
道
光
望
四
樓
了
惠
記

-こ
記
さ
れ
て
あ
り
、
叉
酉
讐
上
人

の

著
、
淨
土
三
幗
佛
租
傳
集
上
卷
に
は
、
三
條
悟
眞
寺
了
惠
-こ
郡
し
、
蓮
門
宗
派
に
は
、
三
條
悟
藁
寺
道
光
-、u記
し
、

叉
袋
中
上
人
の
署
、
淨
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土
血
脈
論
下
卷
に
は
、
三
條
流
組
蓮
光
了
惠
、こ
記
さ
れ
て
あ
る
。
若
し
こ
の
託
事
か
ら
考

へ
て
見
る
ーこ
、
悟
眞
寺

は
三
條
に
あ
つ
た
も
の
さ

.

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
所
が
そ
の
三
條
の
さ
の
邊
に
あ

つ
た
か
・・
解
ら
な
い
。
そ
こ
で
了
吟
の
著

、
新
撲
往
生
傳

三
巻

に
は
、
了
惠
上
人

は
洛
東

三
條
に
悟
眞
寺
を
創
立
さ
れ
た
が
、
此
處
は
時
々
鴨
川
の
水
が
盗
れ
て
圃
つ
た
か
ら
、
三
條
東
洞
院
(
今
の
三
條
郵
便
局
附
近
)
に
移

し
た
。

然
し
此
處
も
ま
た
し
ば
く

兵
火

に
罹
つ
た
か
ら
、
四
條
の
北
.
大
宮
の
西
に
移
轉
し
た
、こ
い
ふ
詭
を
傳

へ
て
ゐ
る
が
、
然

し
こ
の

新
撰
往
生
傳
よ
り
も
少
し
早
く
作
ら
れ
た
蓮
門
精
舍
舊
詞
第

二
卷

に
、
悟
翼
寺

は
洛
陽
四
條
大
宮
西
入
る
所
に
あ
り

、
起
立
は
慶
長
十
九
年

で
、
開
山
は
登
譽
上
入
で
あ
る
ε
い
つ
て
、
前
の
悟
眞
寺

・こ
何
等

の
鬩
係
が
あ
り
そ
う
に
も
思
は
れ
な
い
。
斯

ふ
し
て
見
る
・こ
新
撰
往
生
傳

の
説
が
果
し
て
眞

か
僞
か
疑

は
し
い
心
地
が
す
る
。

ま
た
袋
中
上
人
罅
の
中
に
、
撻
王
法
林
寺

に
關
す
る
記
事
の

一
節
が
あ
る
が
、
こ
の
記
事
に
依

つ
て
見
て
も
、
了
惠
の
悟
眞
寺
'f)何
等
の

醐
係
も
な

い
や
う
に
思
は
れ
る
。
即
ち
そ
の

一
節
を
下
に
記
す
こ
ご

・
す
る
。

叉
上
人
六
十
歳
、
慶
長
六
年
の
春
、
洛
陽
第
三
橋
の
邊
に
、
伏
見
次
郎
兵
衛

こ
い
ふ
人
あ
り
、

久
し
く
封
面
の
ほ
さ
も
打
た

へ
ぬ
れ
ば
、

上
人
蕁

ね
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
次
郎
兵
衛
い
・こ
よ
ろ
こ
び
て
、
永
く
も
こ

・
に
留
め
ま
ほ
し
く
思
ひ
て
、
家
の
背
な

る
藪
を
う
か
ち
て
草
菴

を
作

れ
り
、
中
に
小
溝

の
流
れ
あ

れ
ば
、
道
俗
分

へ
だ
て
あ
り
、
清
閑
の
地
な
り
ーこ
て
板
樣
の
物
を
か
ひ
わ
た
し
て
逋
ひ
け
り
。

そ
の
比
板

倉
周
防
守
、
京
都
の
諸
司
に
て
威
權
肩
を
比
ぶ
る
者
な
か
り
け
れ
ば
、
松
卒
越
中
守
よ
り
使
者
を
使
は
し
て
、
し
か
く

の
よ
し
を
告
げ
て
,

東
山
佛
詣
の
吹
に
、
必
す
問
ひ
給

へ
,こ
申
逡
ら
れ
け
れ
ば

、
周
防
守
も
や
が
て
蕁
ね
參
ら
れ
け
り
。
聞
し
よ
り
も
見

る
に
勝
り
て
道
容
の
殊

勝
に

お
は
し
け
れ
ば
、
淨
土
の
法
要
な
ん
,こ
こ
ま
肉
丶
蕁
ね
聞
て
、
潟
仰
の
思
ひ
淺

か
ら
ざ
り
し
ーこ
な
む
。
そ
れ
よ
り
道
俗
貴
賤
π
う
.こ
み

て
往
來

の
人

日
力
に
多

か
り
け
れ
ば
、
そ
の
わ
た
り
の
人
、
多

く
來
の
集
り
て
、
堀
㌘
う
め
地
を
た
い
ら
け
な
ん
さ
し
て
、
堂
宇
を
營
造
し

て
.
燧
に
寺
-こ
な
れ
り
、
即
ち
今
の
三
條
法
林
寺

こ
れ
な
り
ε
(
己
上
袋
中
上
人
傳
の

一
節
)

若

し
果
し
て
こ
の
地
が
、
了
惠
上
人
が
作
ら
れ
た
悟
眞
寺
の
跡
で
あ

る
ε
か
、
若
し
く
は
袋
中
上
人
が
廢
繦
し
て
ゐ
た
悟
眞
寺
の
名
義
を
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移
し

て
,
そ
れ
を
改
め
て
法
林
寺
-こ
さ
れ
た
ーこ
す
る
な
ら
ば
、
今
少

し
何
ε
か
悟
眞
寺

-こ
關
係
の
あ
る
記
事
が
あ
り
さ

う
な
も
の
だ
、し
思

ふ
9

よ
つ
て
檀
至

の
法
林
寺
は
.
袋
中
上
人
の
後
の
誰
人
か
球
、

之
を
了
惠
の
舊
跡
悟
眞
寺
の
跡
、こ
し
て
盛
ん
に
吹
聽
し

π
も
の
で
は
あ
る
ま

い

か
・こ
想
像
ざ
る

・
。
淨
土
宗
全
書
十
七
卷
に
收
め
ら
れ
て
あ
る
袋
中
上
入
傳
は
、
上
人
御
生
存
中
に
山
城
瓶
原
の
山

田
氏
か
.

上
人
の
行
猷

を
見
聞

し
た
ま

・
を
書
き
記
し
.
そ
れ
に
義
山
上
人
が
多
少
手
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
比
較
的
正
確
で
あ
る
に
も
關
ら
す
、
そ
の
傳

の
法
林
寺
を
記
す
る
所
に
,
了
惠
上
人
の
悟
翼
寺
に
關
す
る
何
等
の
記
事
の
な

い
所
か
ら
見
て
、
恐
く
は
そ
の
當
時

は
、
悟
眞
寺

・こ
法
林
寺

、こ
何
等
關
係
あ
る
傳
説
の
な
か
つ
た
こ
ーこ
を
證
據
立
る
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
・こ
思

ふ
。
斯
ふ
し
た
譯
で
、
今
の
檀

王
か
果
し
て
悟
眞
寺
の

跡
で
あ

る
か
な
い
か
・こ
い
ふ
二
、こ
は
、
今
少
し
研
究
を
要
す
る
・こ
思

ふ
。

所
が

了
惠
上
人
の
著
論
註
略
鈔
上
の
始
の
撰
號
に
三
條
道
光
」望
西
樓
了
惠
記
iこ
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
了
惠
自
ら
三
條
馗
光
ぐ」
言
ふ
て
ゐ

る
で
は
な

い
か
・こ
い
ふ
考
も
起
る
で
あ
ら
ふ
が
、
了
惠
の
著
述
が
多

々
あ
る
中
に
、

一
も
三
條
道
光
ε
記
し
た
も
の
が
な
い
。
然
な
に
こ
の

著
述

の
み
三
條
道
光
-こ
記
さ
れ
て
あ
る
の
は
5
う
も
お
か
し
い
の
み
な
ら
す
、
三
條
遘
光
、
望
西
樓
了
惠
記

・こ
さ
れ
て
あ
る
は
、
上
人
の
名

が
道

光
ε
了
惠

。こ
二
重
に
記
さ
れ
て
あ
る
こ
・こ
に
な
り
、
い
よ
ノ
丶

怪
む
ぐ
思
は
る

・
か
ら
是
は
恐
く
は
後
人
が

、

三
條
道
光
丈
は
後
に
加

へ
た

も
の
で
あ
ら
ふ
、こ
思
ふ
。
斯
ふ
し
た
譯
で
三
條
悟
眞
寺

、こ
い
ふ
r
)
"/J
に
就
て
は
今
少
し
研
究
し
な
け
れ
ば
確
定
す
る
こ
・こ
は
出
來
な
い

、こ
思

ふ
。

一

華

藏

寺

と

萬

壽

寺

嚴
島

の
光
明
院
所
藏
の
了
惠

上
入
自
筆
の
園
戒
譜
及
び
そ
の
裏
書
.
井
に
京
都
の
清
淨
華
院
の
同
上
入
自
筆
の
園
戒
譜
に
依

れ
ば
、
了
惠

上
人

は
、
華
藏
寺
の
慈
明
上
人
か
ら
圓
頓
戴
を
相
承
さ
れ
た
こ
、こ
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
慈
明
土
人
は
、
華
藏
寺

の
第

二
世
で
、
了
惠
上

人
は
華
藏
寺
の
第
三
樹
で
あ
る
こ
ε
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

一5-・



・
叉
義
山
上
人
の
和
語
燈
録

旧
講
私
記
」
魅卷

に
依
る
に
叫
慶
長

二
十
年
板
行
の
大
經
鈔
第

一
卷
の
奥
書
に
は
、
正
安

二
年
七
月
十
三
日
、
華

藏
寺
に
於
て
老
眼
を
拭

つ
て
之
を
清
書
畢

る
、
こ
の
功
徳
を
以
て
留
て
後
見
乙
贈
る
隔
信
謗
皆
な
悉
べ
往
生
の
縁
を
結
嫁
ん
、
一
望
西
樓
沙
朽

了
惠
謹
ん
で
疏
す
ぐ
〕書

い
て
あ

つ
た
r
)ご
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
夊
同
泊
講
私
記

一
卷
に
、

了
惠

上
人
は
七
條
壬
生
の
あ
爬
り
に
も
住
給
ふ
、
・

其
處
を
華
藏
寺
、こ
い
へ
ゆ
、
爾
れ
さ
も
遺
跡
知
れ
す
、こ
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
義
山
上
人
の
時
に
既

に
華
藏
寺
の
邊
跡
が
解
ら
な
か
つ
た
や
う

で
あ

る
。

叉
了
惠
上
人

の
著
逋
で
あ

る
奪
問
愚
答
記
の
終
の
所
に
、
奪
閙
愚
答
記
.
華
山
院
問
、
華
藏
寺
答
、こ
書

い
て
あ

る
。

此
等
の
記
争
か
ち
考

へ
て
、
了
惠
上
人
は
華
藏
寺
に
住
居
さ
れ
た
こ
こ
は
疑

い
な

い
が
、

そ
の
華
藏
寺
の
舊
跡
は
今
明
か
に
知
る
こ
.こ
憾

出
來

な

い
。

冖

'

L

ρ

u

所
が
壇
王
法
林
寺
の
第
二
世
良
仙
團
王
上
入
の
記
録
に
依

れ
ば
、
袋
中
上
人
が
稻
野
玄
蕃

か
ら
華
藏
寺
の
舊
跡
を
譲
吻
受
け
て
、
'其
處
鵡

法
林
寺
を
再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
ε
記
さ
れ
て
あ
る
が
、

こ
れ
も
又
壇
王
法
林
寺
を
悟
眞
寺
の
舊
跡
で
あ
る
・こ
主

唱
す
ゐ
ーこ
同
樣
に
確
乎
彊

る
證
據
も
な
し
、
叉
袋
中
上
人
の
傳
記
の
中
に
何
等
の
記
事
が
殘
さ
れ
て
な
い
か
ら
、
容
易
く
信
す
る
こ
、こ
は
出
來

な
い
。
特
に
義
仙
上
人

が
華
藏
春
は
七
條
壬
生
の
あ
た
り
で
あ
る
ーこ
11;1Q:　6
れ
て
あ

る
か
ら
、
そ
れ
に
は
何
等
か
の
據
所
が
あ

つ
た
に
違

い
な

い
。

し
て
み
る
ーこ
華
藏

寺

は
ま
つ
七
條
壬
生
の
邊
に
あ

つ
た
,こ
考

へ
る
が
最
も
穏
當
で
あ
ら
ふ
Σ
思
ふ
。
`
'

然

し
ま
た
斯
ふ
い
ふ
こ
・こ
を
考

へ
て
み
る
も
、
あ
な
が
ち
無
盆
で
は
あ
る
ま

い
。

こ
の
華
藏
寺
-こ
い
ふ
は
鴇
蓮
華
藏
院
の
こ
、こ
で
臓
あ
る

ま

い
か
、
蓮
華
藏
院
は
.
鴨
川
の
東
、
二
條
通
の
附
近
に
あ

つ
た
寺
で
、
永
久

二
年

に
、
白
河
上
皇
が
建
立
も
給
ふ
た
天
省
宗
の
寺

で
あ
吻

本
奠
は
九
髑
九
品
阿
彌
陀
佛
の
像
を
安
置
し
た
・こ
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
事
は
諸
種
の
記
録

に
明
か
に
認
さ
れ
て
あ
ゐ
。
所̀
が
後
世
追

論

に
變
化
し
て
、
こ
の
蓮
華
藏
院
を
蓮
華
藏
寺

・こ
稱

へ
、
遲
に
は
そ
れ
が
變
化
し
て
、
華
藏
寺

,丶∀稱
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
臚
あ
る
ま

い
か

そ
う
し
寅て
そ
こ
に
了
惠
上
人
が
住
は
れ
た
が
、
後
に
そ
れ
が
荒
廢
し
て
唯
名
の
み
殘

つ
て
ゐ
た
の
を
、
そ
れ
を
華
藏
寺
叉
は
悟
眞
寺
の
逡
跡

幽扁



ざ
稱

し
て
、
後
に
壇

王
法
林
寺
を
興
し
た
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
若
し
然
れ
ば
、
義
山
の
和
語
燈
録

日
講
私
記

}
卷

に
、
了
惠
居
佳
の
遺
跡

詳
か
な
ら
す
、
案
す
る
に
大
寺

ε
見

へ
た
り
、
望
西
樓
な
さ
あ
る
が
故

に
、
樓
ε
は
今
の
山
門

の
樣
な
る
も
の
な
り
、
三
條
悟
翼
寺

-こ
あ
れ

ば
」
今

の
三
條
河
原
よ
り
東
、
三
條
通
よ
り
は
北
の
方
な
る
べ
き
か
、
今
の
三
條
の
悟
眞
寺

に
は
あ
ら
す
、
是
は
新

地
な
り
ε
記
さ
れ
て
あ

る
の

に
符
合
す
る
點
が
あ
る
か
・こ
思
ふ
。

い
つ

れ
に
し
て
も
他
日
何
等
か
今
少
し
確
實
な
史
料
が
出
る
ま

で
は
、
之
を
確
定
す
る
こ
ーこ
は
出

來
な

い
。

さ
て
叉
淨
華
院
井
に
光
明
院
の
了
惠
上
人
自
筆
の
圓
戒
譜
、
井
に
了
惠
上
人
の
著
、
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
第

一
等
に
依
れ
ば
、

上
入

は
洛
中

萬
壽
寺

の
覺
塞

上
人
か
ら
天
台
の
圓
頓
戒
を
相
承
さ
れ
た
こ
・こ
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

そ
れ
ゆ

へ
に
萬
壽
寺
・こ
覺
筌

上
人
・こ
の
こ
ーこ
に
就
て
少

し
記
し

て
お
き
た
い
・こ
思
ふ
。

・
古
事
類
苑
宗
教
部
三
卷
に
依
る
に
、
萬
壽
寺
は
も
・こ
郁
芳
門
院
追
嚴
の
道
瘍
で
あ

つ
た
。
昔

は
こ
れ
を
六
條
院

-こ
稱

へ
た
。
郁
芳
門
院
は

諱
を
婬

子
-こ
い
ひ
、
・白
河
上
皇
の
長
女
で
、右
大
臣
顯
房
の
第

一
女
、
中
宮
賢
子
こ
い
ふ
は
そ
の
母
で
あ
り
、
堀
川
天
皇
は
そ
の
弟
で
あ
る
。

嘉
保
三
年
丙
子
秋
七
月
の
下
旬
に
御
病
氣
が
起
り
馬
八
月
二
日
大
赦
し
て
所
り
給
ふ
た
が
そ
の
甲
斐
も
な
く
、
八
月
七

日
に
二
十

一
歳
で
御

登
遐
遊
る
れ
#
。
同
九
日
上
皇
は
哀
悼
に
堪

へ
す
し
て
落
飾
し
給
ひ
、
二
+
六
日
蓮
臺
寺
の
側
に
葬
の
、
永
長

二
年

に
郁
芳
門
院
の
遺
宮
を

ガ革
め
て
佛
寺

-こ
な
し
、
俗
に
六
條
御
堂
・こ
稱

へ
た
。
十
月
+
四
日
供
養

の
時
、
上
皇
は
聖
躬
の
血
を
以
て
、
永
劫
護

法
の
願
文
を
書
き
給
ふ

た
っ
そ
の
願
文
の
要
點

は
F
の
逋
り
で
あ
る
。

世
漸
く
澆
季
に
及
び
、
末
法

に
屬
す

ーこ
い
へ
さ
も
、
我
が
こ
の
願
を
改
む
べ
か
ら
す
、
遠
く
三
會
の
曉
を
期
す
べ
ゐ
↓
我
れ
速
か
に
九
品

を
離
せ
ば
、ー
天
眼
を
以
て
之
を
鑒
る
べ
も
、
我

れ
暫
く
三
有
に
留
ら
ば
、
怨
念
を
以
て
之
を
罰
セ
ん
、
何
れ
の
世
の
聖
君
か
我
が
後
裔
に
非

毳

羅

壌

の
賢
臣
か
我
謇

僕
に
悲

ん
.
蓴

;
、違

篷

し
壼

目
か
嘆

聖

白鬢

殊
病

誠
を
加
ふ
べ
し
。

永
長
二
年
十
月
十
四
日

騨
7
∬鮪



斯

く
て
自
ら
事
痕
を
留
め
て
信
を
表
し
給
ふ
た
か
ら
、
之
を
御
手
印
.こ
い
つ
た
。
而
し
て
藤
原
國
明
は
、
江
州
田
井
郷
を
寄
附
し
、
佛
法

(
一
つ
九
九
)

鬆

誰

驩

聊
郊

禳

和
元
釜

月
四
日
、
六
纔

は
火
災
に
か
、
勉

八
月
+
二
足

篷

袋

が
あ
つ
た
。

正
嘉

年
中
に

室
上
人
(
十
地
上
人
、
叉
は
爾

一
上
入

霊
い
ふ
)
そ
の
鷏
子
寳
覺
上
人
(慈

一
上
人
-こ
も

い
ふ
)
-こ
共

に
、
こ
の
寺
で
淨
土
教

を
修

せ
ら
れ
た
が
、
寳
覺
上
人
が
、
東
福
寺
の
聖

一
國
師
の
道
風
を
聞

い
て
そ
の
室
を
扣
き
、
針
芥
相
ひ
投
じ
、
覺
空

上
人
も
ま
た
國
師
に

(
=
一

見
え
て
玄
旨
を
領
し
、
二
師
-こ
も
に
淨
土
宗
を
捨
て

・
禪
宗
に
歸
し
,
六
條
御
堂
に
扁
額
を
羯
け
て
萬
壽
禪
寺
・こ
稱

す
る
に
至

つ
た
。
弘
長

六

二

)

莞
年

十

一
月
二
十
四

日
に
、
寳
麑
禪
師
は
禪
苑
開
堂
の
儀
を
旌
は
し
た
。

そ
こ
で
寳
覺
禪
師
・こ
、
覺
筌
禪
師

・こ
兩
人

を
共
に
開
山
ご
し
た
。

(
=
一ヒ
ニ
)

交
永
九
年
十

一
月

二
十
四
日
に
供
養

し
、
同
十
年
十
月
十
二
日
に
火
災
が
あ
つ
た
。

了
惠
の
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
第

一
に
依

る
に
、
覺
室
上
人

(
=
ニ
1110
)

は
弘

安
九
年
七
月
廿
八

旧
に
端
坐
念
佛
し
て
往
生
さ
れ
た
こ
、こ
が
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
後
叉
念
佛
を
續
け
ら
れ
た
や

う
で
あ
る
。
元
徳
二
年

九
月

二
十
日
、
内
親
王
崇
明
門
院
が
新
に
田
地
を
賜
は
つ
た
か
ら
、
境
内
を
籏
張
し
、
北
は
樋

口
、
東

は
高
倉
,
西

は
東
洞
院
を
界
,こ
な
す

に
至

つ
た
。
然
し
な
が
ら
こ
の
寺
は
、
後
に
東
福
寺
の
山
内
に
移
さ
れ
た
。

四

了

恵

上

人

の

事

蹟

_...g.._.,

 

了
惠
上
人
の
事
跡

は
、
今
は
委
し
く
知
る
こ
ε
が
出
來
な

い
。
上
人
の
舊
跡

-こ
稱
せ
ら
れ
て
あ
る
壇

王
の
法
林
寺

で
さ

へ
も
、
殆
ん
さ
全

く
そ

の
史
料
が
な

い
。
淨
土
三
國
佛
祺
傳
集
上
を
始
・こ
し
て
、
法
水
分
流
記
、
宗
派
流
傳
、
淨
土
血
脈
論
下
、
鎭
流
祀
傳
第
三
、
新
撰
庄
生

傳
第

三
、
淨
土
列
祀
傳
第

三
、
本
朝
高
檜
傳
第
十
六
、
和
語
燈
録

日
講
私
記
第

一
、
淨
土
傳
燈
總
系
譜
上
、
淨
統
略
讃
等
に
記
さ
れ
て
あ
る

が
、

い
つ
れ
も
皆
な
委
し
く
な
い
。
然
し
な
が
ら
今
此
等
の
書
を
參
考
し
て
、
そ
の
大
要
を
記
し
た
い
、こ
思
ふ
。

了
惠
上
人
は
ま
た
道
光
ε
い
ひ
、
そ
の
佳
所
を
蓮
華
堂
ま
た
は
望
西
樓
,こ
稱

へ
た
。

蓮
華
堂
及
び
望
西
樓
の
考
證
は
前
に
述
べ
た
邁
り
で

あ
ろ
が

、
望
西
樓
の
語
は
恐
く
は
般
舟
讃
の
中
の
、

一
切
時
中
、
西
を
望
ん
で
禮
し
て
凡
聖
の
心
相
向
ふ
こ
ε
を
表
知
せ
よ
、
佛

は
衆
生
の



心
の
雜
亂

な
る
こ
,こ
を
知

つ
て
、
偏

に
正
念
し
て
西
方
に
佳
せ
よ
ーこ
教

へ
給
ふ
ーこ
い
ふ
文
か
ら
取
つ
た
で
あ
ら
ふ
,こ
い
ふ
新
撰
傳
の
説
に
大

に
賛
意
を
表
し
た
い
。
然
し
な
か
ら
或
は
夂
上
人
の
居
佳
の
周
圍
が
晴
れ
や
か
で
、
西
方
を
望
む
に
適
當
で
あ

つ
た
所
か
ら
其
の
居
室
を
望

西
樓

、こ
命
名
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

上
人

は
相
模
國
鎌
倉
の
人
宍
戸
常
重
の
子
息
で
、
後
嵯
峨
天
皇
の
寛
元
元
年
に
生
れ
、
後
深
草
天
皇

の
建
長
五
年
に
十

一
歳
で
、
叡
山
に

登

つ
て
箪
惠
に
從

つ
て
剃
髪
さ
れ
.})
0

f
)O
箪
惠
こ
い
ふ
人
は
本
朝
高
僭
傳
第
六
十
八
に
記
さ
れ
て
あ
る
慈
心
奪
惠

の
こ
ーこ
で
は
あ
る
ま

い

か
¶こ
思

ふ
。
依

て
今
參
考
の
爲

に
、
本
朝
高
僣
傳
の
文
を
こ

・
に
引

い
て
み
た

い
ご
思
ふ
。

、

本
朝

高
信
傳
第
六
十
八
に
云
.丶

釋
慈
心
、
字
は
覃
惠
、
少
に
し
て
叡
山
に
上
り
、
台
教
を
習
覈
す
。
法
華
三
昧
を
修
し
、
後
に
攝
の
清

　

澄
寺
に
住
す

。
一
日
有
馬
の
温
泉
寺
に
到
の
、
清
凉
院

に
止
り
、
妙
經
を
勸
諡
す
。
承
安
二
年
七
月
中
旬
、
冥
請
を
感
じ
て
閻
羅
王
の
所
に

赴
ぐ
。

王
は
地
界
の
衆
を
集
め
.法
華
十
萬
部
融
逋
本
願
曾
を
修
し
、
心
を
慶
讃
の
導
師

,こ
な
す
。
會
散

し
て
閻
王
歡

喜
し
偈
を
以
て
讃
す
。

心
は
王
に
謂
て
曰
く
隔

一
切
衆
生
、
愚
痴
邪
見
に
し
て
因
果
を
信
ぜ
す
、
多
く
悪
因
を
作
り
、
五
道

に
輪
廻
す
、
金

口
慇
懃

の
慈
読
、
遺

し

て
貝
葉

寳
凾
に
載
す
る
に
、
信
ぜ
ざ
乃
者
爾
ほ
多
し
、
王
よ
何
か
な
る
方
便
を
以
て
之
を
救

ふ
べ
き
や
。
王
は
乃
ち
偈
を
與

へ
て
曰
く
、
妻

子
、
王
位
、
財
眷
屬

、
死
去
せ
ば

一
も
來
て
相
親
む
も
の
な
し
、
常
隨
の
業
鬼
我
を
繋
縛
し
、
苦
を
受
け
叫
喚
す
る

こ
ε
邊
際
な
し
,こ
。
ま

た
云
く
、
是
の
日
已
に
過
ぎ
ぬ
、
命
も
ま
た
隨
て
滅
す
。
小
水

の
魚
の
如
し
、
斯
に
何
の
樂
あ
ら
ん
。
か
つ
曰
く
、

師
は
本
土
に
還
り
、
此

を
以
て
衆

に
示
せ
¶こ
。
因
て
自
ら
金
字
の
妙
經
を
親
書
す
。
心
は
某
年
を
以
て
、
端
正
に
し
て
寂
す
。
苹
日
法
華
經
を
誦
す
る
こ
ーこ
、
三
萬

六
千
七
百
五
十
餘
蔀

、
彌
陀
の
號
を
稱
ふ
る
こ
ーこ
、
三
十
萬
七
千
遍
な
り
・こ
。

己
上

は
奪
惠

の
傳
で
あ
る
が
、
こ
の
中
奠
惠
の
惠

の
字
が
了
惠
.こ
相
通
す
る
點
、
叉
常
に
彌
陀
の
名
號
を
稱

へ
ら
れ
た
る
點
等
、

了
惠
上

人

・こ
何
等
か
の
深

い
關
係
が
あ
り
さ
う
に
思
は
る

・
か
ら
、或
は
こ
の
人

か
、こ
も
思
は
る

・
が
、
然
し
年
代

に
於
て
や

・
早
き
に
す
ぎ
は
し
な

い
か
ε
も
考

へ
る
。
然
し
若
し
奪
惠
か
長
壽
の
人
な
れ
ば
、
別
に
不
可
能

の
事
で
は
な

い
。
依

て
今
參
考
の
爲

に
高
信
傳
の
文
を
轉
載
し
た

、
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上
人

は
氏
性
英
敏
、
持
律
堅
錮
で
、
癢
く
權
實
諸
部
の
學
を
修
め
、
ま
た
大
小
乘
の
臧
律
を
學
び
、
孜

々
,こ
し
て

蔽
華
讀
誦
の
行
を
勵
ま

れ
た
が
、
後
に
天
台
を
去
つ
て
浄
土
歡
に
録
し
、
記
空
禪
師
の
門
に
投
じ

て
、
淨
土
の
歡
義
を
研
究
さ
れ
た
。

か
く

て
丈
永
十

一
年
十
二
月

八
日
、

上
人
三
十
二
歳
の
時
、
漢
語
燈
録
十
卷
を
撰
集
し
.
建
治
元
年
正
月
二
十
五
日
に
は
、
和
語
燈
録
五
卷
を
撰
集

さ
れ
た
。

そ
は
そ
の

當
時
、
淨
土
の
數
義
に
異
読
が
多
く
、
や

・
も
す
れ
ば
宗
祖
の
正
義
が
失

は
れ
ん
、こ
す
る
有
樣
で
あ

つ
た
か
ら
、
た

ε
ひ
片
言
隻
語

-こ
い
へ

漕
も
、
最
も
大
切
に
之
を
保
存
し
、
宗
組
の
眞
意
を
永
く
後
世
に
嬉

へ
や
う
ざ
て
、
二
+
餘
年
の
日
子
を
費
や
し
、

拾
ひ
集
め
て
輯
録
結
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
は
實
に
羅
奪
に
對
す
る
阿
難
の
結
集
に
も
比
す
べ
き
大
事
業
で
あ

つ
た
こ
.こ
を
深
く
感
謝

せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

建
治
元
年
に
叉
た
尊
問
愚
答
記

一
卷
を
作
り
、
龜
山
天
皇
に
奉
啓

さ
れ
た
。
寺
傳
に
依

れ
ば
、
建
治
元
年
三
月
十
五
日
、
鷂
山
天
皇
は
、

花
山
院
逋
雅
公
を
使
者
ε
し
て
、
淨
土
の
要
義
四
十
八
問
を
蕁
ね
給
ふ
た
か
ら
、

上
人
は
そ
れ
に
奉
答
さ
れ
た
の
で
あ
る
ε
。

建
治

三
年
十
二
月
三
十
日
の
二
更
、
洛
陽
の
華
藏
寺
に
於

て
、
圓
頓
房
慈
明
上
人
か
ら
、
園
頓
戒
を
受
り
ら
れ
た
。

弘
安

二
年
十

一
月

二
十
九
日
、
三
祀
記
主
禪
師

に
從

つ
て
、
再
び
圓
頓
戒
を
受
け
ら
れ
π
。

弘
安

三
年
二
月
八
日
、
三
祺
か
ら
末
代
念
佛
授
手
印
を
傳
受
さ
れ
た
。
今
そ
の
本
は
滋
賀
縣
の
新
知
恩
院
に
秘
藏
さ
れ
て
あ
る
。

　

叉
同
年
二
月
十
三
日
、
洛
陽
萬
壽
禪
慌
の
覺
塞
上
人
に
從

つ
て
、
曹
邇
廣
釋
を
學
び
、
同
年
夏
中
に
天
台
菩
薩
戒
義
疏
を
學
ぴ
、
同
四
年

に
之
を
終

つ
弛
。

弘
安
六
年
の
頃
、
宗
組
の
傳
記
を
後
世
に
傳
ふ
べ
く
知

恩
傳

二
卷
を
著
し
て
、
宗
組
の
事
蹟
、
并
に
そ
の
鴻
徳
を
記

載
し
、

之
を
後
人
に

逡
さ
れ
た
。
こ
の
傳
記
は
久
し
く
人
の
知
ら
な
か
つ
た
も
の
で
あ

る
が
、

近
來
大
正
大
學
の
高
瀬
承
嚴
氏
か
或
る
書
店

か
ら
發
見
し
て
、
珍

藏
さ
る

・
所
で
あ
る
。

弘
安
七
年
七
月
二
十
九

H
、
萬
壽
禪
院
の
方
丈
佛
前

に
於
て
、
覺
室
L
人

に
從

つ
て
重
ね
て
凰
頓
賊
を
相
承
さ
れ
た
。

此
等
の
翻
戒
掘
承

の
事

は
、
京
都

の
清
淨
華
院
罫
に
嚴
島

の
光
明
院
所
藏
の
上
人
自
筆
の
圓
臧
譜
に
依

つ
て
明
か
で
あ
る
。
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又

こ
の
年
の
十
二
月
、
二
祺
聖
光
上
人
の
別
傳
を
編
纂
さ
れ
た
。
所
が
こ
の
黝
僊
を
編
輯
さ
れ
た
後
に
於

て
、
不
思
議
な
夢
を
見
ら
れ
た

こ
、こ
が
、
傳
の
終
に
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
の
著
書

の
F
で
委
し
く
述
る
こ
ー、こ

す

る
。

弘

安
十
年
の
七
月
六
B
、
上
人
四
十
五
歳
の
時
、
三
祺
記
主
上
人

入
寂
し
給
ひ
、
同
年
八
月
、
木
幡
の
慈

心
の
請

に
依
て
、

三
祺
の
琳
檬

一
卷
を
著
は
し
、
正
應
元
年
争
二
月
十
八
日
に
.
そ
れ
を
清
書
さ
れ
た
。

永
仁
四
年
正
月
十
三
日
、
ヒ
人
五
十
四
歳
の
時
、
無
量
壽
經
鈔
七
卷
を
著

は
さ
れ
た
。
そ
の
由
來
は
同
輩

の
慈

心
ε
禮
阿
・こ
が
、
切
り
に

懇
請

し
た
爲

に
、
止
む
な
く
撰
述
さ
れ
た
の
で
.
委
し
い
こ
さ
は
こ
の
書
の
蹟
文
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

永

仁
四
年
五
月
、
選
擇
大
綱
鈔
三
卷

を
著

は
さ
れ
た
。
其
後
元
亨
二
年

二
月
二
十
八
日
に
眞
惠
が
之
を
淨
寫
し

た
。

嘉

元
四
年

に
、
論
註
拾
逡
鈔
三
卷
を
作
ら
れ
だ
。

正

和
六
年
正
月

二
十
日
(
後
に
文
保

ざ
改
元
)そ
の
弟
子
隆
惠
に
、
上
人
自
筆
の
末
代
念
佛
授
手
印
を
授
け
ら
れ
た
。

今
そ
の
授
手
印
は
博

多

の
善
導
寺
に
秘
藏
さ
れ
て
あ

る
。

文
保

元
年
一
一月
十
八
日
の
初
更
に
、
洛
陽
五
條
坊
門
大
宮
悟
眞
寺
の
方
丈
佛
前

で
、
上
人
自
筆
の
圓
戒
譜
を
惠
隆

に
授
け
ら
れ
た
。
そ
の

圓
戒
譜
は
今
京
都

の
清
淨
華
院
の
珍
藏
で
あ
る
。
そ
の
圓
戒
譜
に
は
、
隆
惠
の
筆
噛こ
思
は
る

・
左
の
奥
書
が
あ
る
。

文
保
元
年
二
月
十
八
日
の
初
更
、
洛
陽
五
條
坊
門
大
宮
悟
眞
寺
の
方
丈
佛
前
に
於

て
、
先
師
了
惠
上
人
に
値
ひ
奉

ウ
て
之
を
受
く
。

文
保

元
年
に
は
ま
た
、
傳
逋
記
料
簡
鈔
六
卷
を
著
は
さ
れ
た
。

し
斯

の
如
く
道
名
日
々
に
高
ま
妙
つ
・
あ
り
し
間
に
隔徳
聲
漸
く
天
朝

に
逑
し
、伏
見
天
皇

は
宮
中
に
召
し
て
、
淨
土

の
法
門
を
問
ひ
給
ひ
、

ま
た
圓
頓
戒
を
巻
授
け
奉
り
、
歴
代
の
聖
帝
、
し
ば
ノ
丶
召
し
て
宗
要
を
蕁

ね
さ
せ
ら
れ
、
総
紳
淑
女
も
ま
た
歸
依

す
る
者
が
多

か
つ
た
霍

傳

へ
ら
れ
て
あ
る
。

こ

元
亨
元
年
の
七
月
に
、
圓
智
上
人
が

和
語
燈
録
を
開
版
し
、
了
惠
上
人

は
自
ら
そ
の
版
下
を
認
め
ら
れ
た
。
依

つ
て
そ
の
終
に
跋
文
を
書
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い
て
云
く
、

沙

門
了
惠
、
感
歎
に
堪

へ
す
、
隨
喜
の
餘
り
、
七
十
九
歳
の
老
眼
を
拭
ひ
て
之
を
書
す
。

元

亨
二
年
正
月
二
十
五
日
、
語
燈
録

の
書
を
知
恩
院
に
奉
納
さ
れ
た
が

、
そ
の
啓
臼
の
時
、
紫
雲
天
に
棚
引
き
、

そ
の
影
池

に
映

り
、
參

詣
の
人

々
、
み
な
之
を
見
て
互
に
信

心
を
膾
進
し
た
。
こ
の
時
上
人

は
、
自
ら

一
首
の
和
歌
を
詠
ん
で
、

そ
の
感
想

を
逑
べ
ら
れ
た
。
そ
の

歌

は
、

黒

谷
の
清
き
流
を
汲
む
人
ぞ
心
の
水
は
濁
ら
ざ
り
け
り

こ

の
こ
、こ
は
名
越
の
奪
觀
の
弟
子
の
明
心
が
、
書
を
了
惠
上
人

に
邊

つ
て
、
極
樂
新
生
の
凡
夫
の
色
身
は
、

有
漏

な
り
や
無
漏
な
り
や
・こ

い
ふ
質
問
を
し
た
時
、
了
惠
上
人
が
答

へ
ら
れ
た
そ
の
答
書
の
終

に
記
さ
れ
て
あ
る
。
今
そ
の
文
は
續
淨
土
宗
全
書

の
中
、
名
越
叢
書
の
中

に
收

め
ら
れ
て
あ
る
。

元
亨

二
年
+
月
上
旬
、
扶
選
擇
正
輪
逋
義

一
卷
、
新
扶
選
擇
報
恩
集

二
卷
を
著
は
し
て
、
明
惠
上
入
の
摧
邪
輪
井

に
莊
嚴
記
を
反
駁
さ
れ

た
。

そ
の
言
甚
だ
鏡
く
、
用
意
も
ま
た
周
到
で
あ
る
。

元
徳

二
年
、
上
人
八
十
八
歳

の
時
、
天
台
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
七
卷
を
作
ら
れ
た
。
の
こ
書
は
弘
安
三
年
の
四
月
か
ら

一
夏
の
間
、
洛
陽
萬

壽
禪
院
の
覺
室

上
入
に
從

つ
て
、
天
台
戒
疏
を
學
ば
れ
た
す
べ
て
の
見
聞
の
ま

・
を
、
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

ε
が
こ
の
書

の
終
に
述

べ
ら
れ
て
あ

る
Q

己
上
は
上
人
の
傳
記
、
傳
宗
、
傳
戒
、
著
述
等
の
大
要
で
、
こ
れ
已
上
に
委
し
く
そ
れ
ら
を
知
る
こ
・こ
は
出
來
な

い
。
上
人
著
述
の
方
面

は
比
較
的
に
多
く
今
な
ほ
殘

つ
て
ゐ
る
の
で
其
方
面
は
多
少
委
く
知
る
こ
ーこ
が
出
來
る
が
、
事
蹟
行
歌
の
方
面
は
殆
ん

,ご
知

る
こ
、こ
の
出
來

な

い
の
は
如
何
に
も
殘
念
な
こ
ε
で
あ
る
。

上
人
示
寂
の
年
代
に
就
て
は
確
實
な
る
文
献
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な

い
。
所
が
擅
王
法
林
寺

に
、
比
較
的
占

い
了
惠
上
人
の
位
牌
か
あ

る
。
辱
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そ
の
表
に
は
、
三
條
派
租
特
賜
廣
濟
大
和
爾
道
光
上
入
位
、こ
書
し
、
そ
の
裏
面
に
は
、
當
寺
草
創
、
錨
山
帝
文
永
九
年
以
元
徳

二
年
三
月
二

十
九

日
寂
、
春
秋
八
十
八
・こ
刻
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
古
來
こ
れ
に
依
て
上
人

の
示
寂
の
年
月
を
定
て
ゐ
る
が
、
然
し

こ
の
位
牌
も
恐
く
は
團

王
上
人
の
頃
作
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
ミ
疑

は
る

・
點
が
あ

る
か
ら
、
直
ち
に
そ
れ
を
信
す
る
こ
、こ
は
出
來

な
い
。
か
つ
こ
の
位
牌

に
記
す
所
の
元
徳

二
年
の
三
月
二
十
九

日
を
以
て
、
上
人
示
寂
の
旦
こ
す
れ
ば
、
こ

・
に

州
つ
の
矛
盾
が
起
る
の
で
あ

る
。

そ
は
上
人
の
著

述
で
あ
る
天
台
菩
薩
戒
義
疏
見
門
第
七
卷
の
終

に
、

時

に
元
徳

二
年
十

二
月
十

一
日
、
八
十
(八
4歳
の
老
眼
を
拭
ふ
て

一
部
七
卷
の
見
聞
を
寫
す
、
見
ん
人
必
す
念
佛
十
遍
を
唱

へ
て
、
愚
老

の
沈
淪
を
救
ひ
給

へ
、
望
西
樓
沙
門
、
菩
薩
比
丘
了
惠
譁
疏
、
在
御
制

ε
記

さ
れ
て
あ

る
。
既
に
こ
の
書
に
斯
く
も
明
白
に
元
徳
二
年
の
十
二
月
十

一
日
に
自
ら
書
寫
さ
れ
た
こ
ε
が
書

い
て
あ
る
の
に
、

か
の
位

牌
に
は
そ
の
年
の
三
月
二
十
九
日
に
寂
せ
ら
れ
た
S
ih�
"1"
'ﾔ
は
甚
だ
怪
し
い
譯
で
あ
る
。
斯
ふ
し
た
譯
で
こ
の
位
牌

は
、
こ
の
書
を
見
な
い

誰
入

か
に
依

つ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
・こ
が
想
像
さ
る

・
。
依

つ
て
余
は
そ
の
翌
年
即
ち
元
弘
元
年
七
月
十
九

日
に
八
十
九
歳
で
寂
せ

ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
ε
思
ふ
。
そ
は
諸
傳
記
の
中
の
最
も
古

い
法
水
分
流
記

に
、元
亨
九
七
十
九
,
七
八
十
九

ε
記
爵
れ
て
あ
る
が
、

こ
れ
は
恐
く
は
、
元
弘
元
、
七
、
十
九
、
亡
、
八
十
九
の
誤
り
で
、
即
ち
元
弘
元
年
、

七
月
十
九
日
亡
、
八
十
九
歳

の
意
味
で
あ
ら
う
,こ
思

ふ
か
ら
で
あ
る
。
亡
、こ
い
ふ
字
を
使
ふ
こ
ε
は
法
水
分
流
記
に
は
他
に
そ
の
例
が

一
二
あ
る
。
今
そ
の
例
を
擧
け
て
み
る
,こ
、
圓
性
の
事
を

記
す

下
に
、
阿

日
眞
弟
觀
應
二
十

一
十
五
亡
六
十
四
圓
福
寺
入
室
-こ
記
さ
れ
て
あ
る
。
此
は
恐
く
は
阿

日
の
眞
弟
、

觀
應
二
年
、
十

一
月
十

五
日
亡
、
六
十
四
歳
、
圓
幅
寺
入
室

・こ
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
。
又
仙
覺
を
記
す
下
に
、
淨
慧
眞
弟
延
文
五
五
二
十
三
亡
六
十
四
、こ
記
さ
れ
て

あ

る
が
、
こ
れ
は
恐
く
は
淨
慧
の
眞
弟
、
延
文
五
年
、
五
月
二
十
三
日
亡
、
六
十
四
歳
ε
い
ふ
意
味
で
あ
る
ーこ
思
ふ
。

此
等
の
例
か
ら
考

へ
・

て
、
元
弘
は
音

で
誤
り
、
九
・こ
七
騙こ
は
形
で
誤
つ
た
寫
誤
で
あ
ら
ふ
ーこ
思
ふ
。
さ
れ
ば
了
惠
の
寂
年
を
元
弘
元
年
七
月
十
九

日
、

八
十
九
歳

で
寂

せ
ら
れ
た
・こ
す
れ
ば
、
先
の
矛
盾

も
な
く
な
る
し
、
ま
た
元
弘
元
年
が
丁
度
八
十
九
歳
に
當
る
か
ら
、
諸
種
の
疑
問
が

こ

・
に
解
决
す
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る
譯

で
あ

る
。
依
て

い
さ

・
か
余
の
私
見
を
述
べ
て
讙
彦

の
是
正
を
仰
ぎ
た

い
、こ
思
ふ
。

而
し
て
後
醍
醐
天
皇

は
、
上
入
の
徳
を
彰
は
し
て
、
特
に
慶
濟
和
樹
の
號
を
賜
は

つ
た
,こ
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
。

惟

る
に
上
人

は
、
誠
に
温
摩
驚
饗
な
入
で
、
學
問

に
最
も
忠
實

で
あ

つ
九
。
認
主
跨

下
の
六
汲
の
中
で
も
、
臼
旗

上
人
を
除

い
て
は
、
最

も
多

く
の
著
述
を
後
世
に
殘
さ
れ
た
。
こ
れ
蓋
し
宗
祺
の
正
義
の
失

は
れ
ん
こ
・こ
を
恐

れ
.
轟
流
邪
義
の
蹟
魑
を
防
が
ん
、、旨す
る
.
愛
宗
護

法
の
赤
心
か
ら
、
逕

㊧
出

た
結
晶
で
あ
る
。
而
し
て
上
人

は
遘
念
堅
固

で
あ
る
ざ
共
に
.
ま
た
謙
邂

の
美
徳

に
も
勝

れ
給

へ
る
眞
の
宗
教
家

で
あ

つ
た
r
1
　ー)
は
、遺

文
を
熟
讀
ず
る
間
に
、自
ら
そ
れ
を
薗
覺
す
る
こ
・こ
が
幽
來

る
。

然
し
な
が
ら
餘
り
に
學
悶
に
忠
實

で
あ

つ
た
爲
に
、

凹
弟

の
養
成
、
信
徒
の
蕪
育
等
に
乏
し
か
つ
た
の
で
あ
ら
ふ
か
、
そ
の
門
流

は
實
に
寂
莫
で
あ

つ
た
や
う
だ
。

そ

し
て
上
人
の
著
逋
の
中
、
現
存
す
る
も
の
は
十
八
部
、
五
十
六
卷
S
い
ふ
數
を

示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
外
上
人
薗

筆
の
授
手
印
、
並
に
園

戒
譜
等
が
あ

る
。
今
そ
の
名
目
を
列
1fIG
し
て
、
そ
の
參
考
に
供
し
た

い
。

漢

語

燈

録

捨
逶
漢
語
燈
録

和

語

燈

鎌

拾
逡
秘
語
燈
鎌

無

量

壽

経

鈔

無
量
壽
經

大

意

往
生
論
註

略

鈔

往
生
論
註
拾
逡
鈔

傳
遘
認
料

簡

錚

六 三 ニ ー 七 二 五 一 十

卷 卷 卷 卷 卷 卷 卷 卷 卷

(
淨
土
宗
全
書
九
)

(
同

上

ノ

(
腮

上
)

(同

上
)

(
同
十
四
)

(續
淨
土
宗
全
書
十
七
)

(淨
土
宗
全
書

一
)

(同

上
)

(寫

本
)

」凵繭 邑」■L●脚



選
繹

集
大

綱

鈔

三

卷

(淨
土
宗
全
書
八
)

扶
選
鐸
正
輪
逋
義

一

卷

(
同

上
)

新
秩
選
擇
報
恩
集

二

卷

(
園

上
)

菩
薩
戒
義
銃
見
瀾

五

卷

(續
淨
土
宗
全
書

一
)

往
生
拾
因

私

記

三

卷

(淨
土
宗
全
書
十
五
)

鐙

問

愚

答

記

}

卷

(續
淨
土
宗
全
書
四
)

知

恩

傳

二

卷

(高
瀬
承
嚴
氏
藏
)

聖

光

上

人

嬉

剛

卷

(淨
土
宗
全
書
十
七
)

然

阿

上

人

嬉

一

卷

(
同

上
)

了
惠
ヒ
人
筆
末
代
念
佛
授
手
印

一

卷

(
博
多
善
導
寺
藏
)

圓
頓
菩
薩
戒
血
脉
譜

一

卷

(
京
都
清
淨
華
院
藏
)

伺

上

一

卷

(嚴
島
光
明
院
藏
)

了
惠
卜
人
傳
持
末
代
念
佛
授
手
印

一

卷

(
近
江
新
知
恩
院
藏
)

五

了

惠

上

人

と

其

著

述

瀞
、
語

燈

録

了
惠
上
人
の
著
逑
ε
し
て
最
も
早
く
出
來
牝
の
は
即
ち
語
燈
録
で
あ
る
。
こ
の
書
は
法
然
上
入
の
著
書
并
に
法
語
等
を
輯
集
し
た
も
の
で
、

謂
ゆ
る
法
然
上
人
全
集
で
あ
る
。
こ
の
書
は
了
惠
王
人
が
、
扶
宗
護
法
の
赤
心
か
ら
.
法
然
上
人
の
御
言
は
、
片
言
隻
語
,こ
い
へ
さ
も
忽
に
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せ
す
、

二
十
餘
年
の
日
子
を
豊
し
、
拾
ひ
集
め
て
輯
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
若
し
上
人
が
そ
の
當
時
、
馳
こ
れ
を
蒐
輯

さ
れ
な
か
つ
巽
な
ら

ば

、
宗

祗
大
師
の
法
語
の
多
く
は
、
恐
く
は
失

は
れ
た
起
違
ひ
な
い
。
寔

に
そ
の
功
績
は
偉
大
な
る
も
の
・こ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
が
こ
の

語
燈
録

に
漢
語
・こ
和
語
-こ
兩
本
が

あ
る
。
漢
語
燈
録

は
十
卷
あ
り
、
拾
遺
漢
語
燈
録
が

一
卷
あ
る
。

此
は
文
永
十

一
年
の
十
二
月
八
日
に
成

功
し
た
。
和
語
燈
録
は
五
卷
あ
り
、
拾
遺
和
語
燈
録
が
二
卷
あ

る
。
こ
れ
は
建
治
元
年
の
正
月
二
十
五
日
に
撰
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今

ノ

和
語
燈
録

の
序
文
の

一
部
を
韓
載
し
て
、
了
惠
上
人
の
撰
集
の
趣
意
を
擶
り
た
い
、こ
思
ふ
。

惠

心
信
都
は
楞
嚴
の
月
の
前
に
往
生
の
要
文
を
集
め
、
永
觀
律
師
は
禪
林
の
花
の
下
に
念
佛
の
十
因
を
詠
じ
て
、

各
の
淨
土
の
教
行
を
弘

め
給
ひ

し
か
さ
も
、
往
生
の
化
道
未
だ
盛
り
な
ら
ざ
り
し
に
、
中
比
黒
谷
の
上
人
勢
至
菩
薩
の
化
身
-こ
し
て
、
初

め
て
彌
陀
の
願
意
を
明
ら

め
、
專

ら
稱
循
の
行
を
勸
め
給
ひ
し
か
ば
、
勸
化

一
天
に
普
く
、
利
生
萬
人
に
及
ぶ
。
淨
土
宗
・こ
い
ふ
こ
ーこ
は
、
こ
の
時
よ
り
弘

ま
り
け
る

な
り
。
然
れ
ば
往
生
の
解
行
を
學
ぶ
人
、
み
な
上
人
を
も
て
組
師

-こ
す
。
こ

・
に
か
の
流
を
汲
む
人
多
き
中
に
、
各

の
義
を
取
る
こ
,こ
ま
ち

く

な
り
。
謂
ゆ
る
餘
行
は
本
願
か
、
本
願
に
あ
ら
ざ
る
か
。
往
生
す
る
や
、
せ
す
や
。
三
心
の
有
様
、
二
修
の
す
が
た
、

一
念
多
念

の
爭

な
り
。
ま
こ
ーこ
に
金
鍮
し
り
難
く
、
邪
正
い
か
で
か
辨

ふ
べ
き
な
れ
ば
、
聞
く
者
多
く
源
を
忘
れ
て
流
に
從

ひ
、新
を
貴
ん
で
舊
を
知
ら
す
。

な
ほ
書

に
言

へ
る
こ
ーこ
あ
り
。
人
は
舊
き
を
貴
ぴ
、
器
は
新
を
貴

ぶ
・こ
。
予
こ
の
文
に
驚
き
て
、

い
さ

・
か
上
人
の
古
き
あ
・こ
を
尋
ね
て
、

や

・
迸
代

の
新
し
き
道
を
捨
て
ん
ーこ
思
ふ
。
よ
つ
て
或
は
か
の
書
歌
を
集
め
、
或

は
書
籍

に
載
す
る
所
の
詞
を
拾
ふ
。
や
ま
・こ
言
は
そ
の
文

見
や
す
く
、
其
意
さ
、こ
り
易
し
、
願
く
は
諸
の
往
生
を
求
ん
人
、
是
を
以
て
燈
、こ
し
て
、
淨
土
の
道
を
照
せ
こ
な
り
。
若
し
落

つ
る
所
の
書

あ
ら
ば

、
後
賢
必
す
之
に
つ
げ
、
時
に
文
永
十
二
年
正
月
二
十
五
日
、
上
人
邏
化
の
日
、
報
恩
の
志
を
以
て

い
ふ
こ
,こ
爾
か
な
り
。

己
上
は
和
語
燈
録
の
序
文
の

一
部
で
あ
る
が
、
漢
語
燈
録
の
序
文
に
も
、
些
こ
殆
ん
,ご
同
じ
意
味
が
書

か
れ
て
あ

る
。

而
し
て
ま
た
了
惠

上
人
の
頃
に
既

に
法
然
上
人
に
名
を
か
つ
た
僞
書
が
多
く
あ

つ
#
の
で
、
了
惠

は
語
燈
録
撰
集
に
際
し
て
、
眞
僞
の

判
別
に
隨
分
に
骨
を
折

ら
れ
た

や
う
で
あ
る
。
そ
の
事
は
漢
語
燈
録
の
跛
文
に
、
下
の
如
く
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
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漢
語
燈
録
十
卷
十
七
章
、
並
に
拾
逡
語
燈
録
上
卷
三
章
、
都
て
是
れ
二
十
章
は
、
こ
れ
予
が
二
十
年
來
偏
く
此
を
華
夷
に
索
め
、
愼
ん
で

藁
僞
を
檢
し
て
、
而
し
て
撰
集
す
る
所
な
り
。
こ
の
外
世
間

に
流
る
所
の
本
願
奥
義

一
卷
、
往
生
機
品

一
卷
、
黒
谷

の
作
ご
稱
す
る
は
即
ち

僞
書
な

り
。
叉
三
部
經
の
總
章
、
四
十
八
願
の
名
目
を
列
ね
て
、
第
十
八
願
を
十
念
往
生
の
願
、こ
名
く
る
者

一
卷
、
及
び
問
决

一
卷
、

金
剛

寳
戒
章
三
卷
あ
り
、
並
に
叉
僞
書
な
り
云
々
。

叉
こ

の
語
燈
録
開
版
の
事
に
就
て
は
、
今
度
檀
王
の
法
林
寺
か
ら
發
行
せ
ら
れ
た
、
法
然
上
人

和
語
燈
録

・こ
い
ふ
本
に
、
藤
堂
砧
範
氏
が

委
く
書

い
て
ゐ
ら
る

・
か
ら
、
今
贅
言
を
費
す
必
要
は
な

い
譯
で
あ
る
が
、
然
し
序
手
に
簡
單
に
こ

・
に
記
し
て
お
き
た
い
、こ
思
ふ
。
漢
語

燈
録
は
永

い
間
、
出
版
さ
る

・
機
曾
が
な
か
つ
た
が
、
徳
川
時
代
に
義
山
卜
人
か
、
初
め
て
開
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
和
語
燈
録

は
元
亨
元

年
了
惠
上
人
の
生
存
中
に
開
版
せ
ら
れ
、
了
惠
上
人
御
自
身
に
七
十
九
歳
の
老
筆
を
以
て
、
そ
の
板
下
を
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
寛

永
二
十
年
に
再
び
出
版
せ
ら
れ
、
正
徳
元
年
に
義
山
上
人
が
ま
た
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

所
が

こ
の
元
亨
版
は
、
寛
永
版
や
正
徳
版
ε
は
、
餘
程
違

つ
た
所
が
あ
り
、
義
山
上
人

で
さ

へ
見
る
二
ε
の
出
來
な

か
つ
た
の
で
あ
る
が
、

偶
ま
そ
れ
が
京
都

の
龍
谷
大
學
に
秘
藏
さ
れ
て
あ

つ
た
の
で
、
今
回
檀
王
の
法
林
寺
信

ケ
原
良
哉
氏
は
、
了
惠
上
人

の
六
百
回
忌
記
念
出
版

ε
し
て
、
そ
の
元
亨
版
を
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
誠
に
學
界
に
於
け
る
慶
事
で
あ
る
。

二
、
奪
問
愚
答
記

一
卷

こ
の
書
は
寺
傳
に
依
れ
ば
、
建
治
元
年
三
月
十
五
日
、
龜
山
天
皇
が
、
花
山
院
逋
雅
公
を
使
者
S
し
て
、

淨
土
の
要
義
四
十
八
間
を
蕁
ね

さ
せ
給

ふ
た
か
ら
、
了
惠
上
人
が
奉
答
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
S
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
。

こ
の
書

は
續
淨
土
宗
全
書

の
四
卷
に
收
め
ら
れ
て
あ
る

が

、
そ
れ
に
は
著
逋
年
代
が
記
さ
れ
て
な

い
。
然
し
續
淨
四
卷
の
附
録
に
依

る
に
此
の
書
は
永
仁
五
年
に
著
は
さ
れ
た
も
の
ε
記
さ
れ
て
あ

る
。
け
れ
さ
も
此
設
の
典
據
は
何
處
に
あ
る
か
寡
聞
に
し
て
今
知

る
こ
S
が
出
來
な
い
。
壇

王
法
林
寺

に
傳
ふ
る
了
惠
上
人
の
親
筆
本
ε
稱

す

る
者

は
、
其
の
書
の
最
後
に
、
建
治
元
年
三
月
十
五
日
、
洛
東
華
藏
寺
に
於
て
之
を
鈔
記
し
て
留
め
て
後
見
に
聡

る
、
共
に
生
縁
を
期
せ
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ん
。
厭

欣
沙
門
了
惠
謹
録
ε
記
さ
れ
て
あ

る
。
が
然
し
此
は
後
世
の
僞
記
か
も
知

れ
な
い
。

三
、
知
恩
傳

二
卷

こ
の
書
は
久
し
く
湮
沒
し
て
解
ら
な
か
つ
九
が
、近
頃
大
正
大
學
の
高
瀬
承
嚴
氏
が
某
書
店
で
發
見
し
て
手
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
事

は
大
正
大
學
發
行
の
淨
土
學
第

一
輯

に
書
か
れ
て
あ
る
。
高
瀬
氏
が
購
入
せ
ら
れ
た
本
は
、
元
祓
十
六
年
に
孝
燐
-こ
い
ふ
人
が

、
江

州
新
知

恩
院
の
象
像
開
帳
に
就
て
上
洛
し
、
そ
の
時
良
照
院
の
義
山
上
人
御
所
持
の
知
恩
傳
を
拜
見
し
、
其
年
十

一
月
冬
至
の
日
に
そ
れ
を

寫
し
了

つ
た
も
の
で
あ
る
こ
ε
が
卷
末
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
知
恩
傳
の
著
述
の
年
代

は
明
か
に
知
る
こ
・こ
は
出
來
な
い
が
,
こ
の
傳
の
終
の
了
惠
の
跋
文
に
、
今
先
師
上
人
入
滅
の
後
、
僅
か
に

七
十
餘
廻
の
星
霜
を
歴

ご
雖
も
、
當
世
上
人

に
植
ひ
奉

る
の
輩
巳
に
以
て
希
な
り
。
若
し
委
細

の
傳
記
な
く
ん
ば
、
將
來
上
人
の
徳
行
を
知

る
者
な

か
ら
ん
か
、
仍
て
諸
家
の
傳
諡
を
蕁
聞
し
て
、
集
記
せ
し
む

る
所
な
り
。
留
め
て
後
代

に
鱠
る
。
共
に
往
生
を
期
せ
ん
。

望
西
樓
に

於
て
,
之
を
抄
出
し
畢

ぬ
ご
。

こ
の

中
上
人
の
滅
後
、
七
十
餘
廻
の
星
霜
・こ
あ

る
か
ら
、
そ
の
年
代
を
調
べ
て
見
る
・こ
、
宗
租
の
滅
後
七
十
二
年

目
が
弘
安
六
年
で
、
こ

の
翌
年

に
了
惠

上
人
が
、
三
祺
聖
光
上
人
の
別
傳
を
著
は
さ
れ
た
か
ら
、

こ
の
知
恩
傳
は
恐
く
は
弘
安
六
年
頃
の
作

で
あ
ら
う
,こ
推
定
し
た

の
で
あ

る
。
兎
も
角
久
し
く
失
は
れ
て
ゐ
た
知
恩
傳
が

、
今
現
は
れ
た
,こ
い
ふ
こ
ε
は
、
實
に
蛻
ば
し
い
こ
,こ
で
あ

ろ
。

四
、
聖
光
上
入
傅
二

卷

こ
の
書
は
弘
安
七
年
+
二
月
上
旬
に
草
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
月
の
十
六
日
、

そ
れ
を
再
治
す
る
爲
に
、
復
た
再
讀
さ
れ
た
夜
牛

に
不
思
議
な
夢
を
見
ら
れ
た
r
)̀
/)が
、
こ
の
傳
の
最
後
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
記
事
の
文
に
依

つ
て
考

へ
て
見
て
も
上
人
は
非
常
に
謙
遜

な
道
念

の
深

い
人
で
あ
つ
た
こ
ご
が
能
く
解
る
、
だ

か
ら
今
こ
の
文
を
記
す
こ
ぐマ

す
ゐ
。

予
こ
の
傳
を
草
記
し
再
治
の
爲
に
復
た
之
を
見
た
夜
(
弘
安
七
年
十
二
月
十
六
日
)夢
に
聖
光
上
人
か
、
先
師
上
入

(然
阿
)
ざ
膝
を
並
べ
て
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往
生

の
法
門
を
談
じ
て
ゐ
ら
れ
た
。
予
は
か
の
座

に
在

つ
て
、
ひ
そ
か
に
心
の
中
で
、
聖
光
上
入

の
影
像
は
、
少

し
も
實
體

-こ
は
違
は
な

い

な
,こ
思

つ
た
。
そ
こ
で
先
師
が
予
を
指
し
て

「
蓮
心
が
あ
る
か
ら
,
此
流
を
傳
ふ
べ
き
者
で
あ
り
ま
す
」
ε
申

さ
れ
た
。
そ
の
時
聖
光
上
人

が
申

さ
る

・
に
は
、「
此
信
を
見
る
に
遘
心
が
な
い
。
そ
れ
で
も
傳
法
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
悉
し
く
我
が
事
を
知

つ
て
ゐ
る
が
、

我
は

ま
だ

あ
の
僭
を
知
ら
な
い
。
今
始
て
見
た
の
で
あ
る
」
,こ
云
々
。
予
は
無
道

心
の
告
を
聞

い
て
思
ふ
に
は
、
今
の
お
告
は
毫
し
も
逹
は
な

い
。

上
人

は
昌
に
他
心
智
を
得
て
ゐ
ら
る

・
の
か
ε
思
ふ
て
、
深
く
心
の
中
で
懺
悔
し
た
。

そ
の
時
丁
度
夢
が
覺
め
た
が
、
體
全
體
に
汗
が
流
れ

て
ゐ
た
。
こ
れ
が
若
し
虚
言
で
あ
る
な
ら
ば
、
願
く
ば
彌
陀
證
罸
し
給

へ
。
夫
れ
夢
は
虚
實

に
逋
じ
て
、

記
す
べ
き
も
の
で
な
い
け
れ
さ
も

悉
く
我
が
事
を
知

つ
て
告
げ
給
ひ
、
聊
か
憑
む
所
が
あ
る
か
ら
、
憚
り
な
が
ら
之
を
記
し
た
譯
で
あ
る
。

寫
し
傳

へ
た
人
は
、
さ
う
そ
之
を

捨
て
下
さ

い
。
時
に
弘
安
+
年
十

一
月
追
て
之
を
記
す
。
撃
西
樓
沙
門
了
慧
謹
疏
。

五
、
然
阿
上
人
傳

唄
卷

こ
の
傅
は
木
幡
の
慈

心
上
人
の
請
に
依

つ
て
、
弘
安
十
年
八
月
下
旬
に
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
翌
年
の
十
二
月
十

八
日
に
之
を
清
書
さ
れ
た

こ
ーこ
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

六
、
無
量
壽
經
鈔
七
卷

こ

の
書
は
永
仁
三
年
四
月

二
十
五
日
に
(
法
然
上
人
往
生
の
日
で
あ
る
か
ら
)
始
め
て
之
を
草
記
し
、

明
年
正
月
十
三
日
に
功
を
終

へ
、
同

五
年

二
月
に
之
を
治
定
さ
れ
た
。
上
人
が
こ
の
書
を
作
ら
れ
た
原
因
は
、
此
鈔
の
終
に
了
惠
上
人
が
書
か
れ
た
蹟

文
に
依

つ
て
そ
の
事
情
を

委
く
知
る
こ
S
が
出
來

る
。
そ
の
大
要
は
下
の
如
く
で
あ
る
。

こ

の
書
を
作

つ
た
原
因
は
、
先
師
(記
主
)
上
人
の
上
足
の
弟
子
慈
心
が
、
正
應
元
年
の
春
予
(
了
惠
)
に
對
し
て
、
「先
師
の
鈔
記
は
殆
ん
さ

み
な
整
ふ
て
あ
る
の
に
.
唯
だ
大
經
の
鈔
の
み
が
、
ま
だ
具

つ
て
ゐ
な
い
の
は
、
誠
に
殘
念
な
こ
ε
で
あ
る
。

親
し
く
先
師

の
講
義
を
承

つ

た
人

々
は
、
或

は
解

つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
ふ
が
、
末
學

の
者
に
至
つ
て
は
、
恐
ら
く
は
解
ら
ぬ
所
が
多

い
で
あ
ら
ふ
。
希
く
は
先
聞
を
記
し
て
、
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以
て
未
湖
の
者
を
資
け
よ
・こ
。
予
は
こ
の
請
を
受
け
た
け
れ
,こ
も
、
不
敏
の
性
、
晩
學
未
熟
の
故
に
、
再
三
固
辭
し
て
途
に
七
年
を
遘

つ
た
。

永
仁
三
年
の
春
、
重
ね
て
示
し
て
雷
は
る

・
に
は
、
先
づ
草
稿
を
作
り
給

へ
、
治
定
の
瘍
合
は

一
門
の
者
が
會
合

し
て
、
評
議
取
捨
す
る

こ
、丶ζ

し
や
う
$
て
、
二
箇
月
の
間
に
四
度
こ
の
催
促
を
受
け
た
か
ら
、
罷
む
こ
ε
を
得
す
こ
の
鈔
ilt�
を
作
つ
た
が

、
發
起
の
人

々
は
撹
ん

で
、
披
覽
取
捨
し
、
同
法
の
禮
阿
ε
も
問
答
し
、
再
三
研
究
し
論
評
し
て
、
而
し
て
後
に
治
定
も
畢
つ
た
も
の
で
あ

る
。
然
る
に
こ
の
年
の

秋
に
至
つ
て
、
圖
ら
す
も
兩
聖
共
に
示
寂
さ
れ
た
。
あ

・
悲
む
べ
き
は
法
燈
の
忽
ち
に
淌

へ
た
こ
ε
で
あ
る
。
慶
ぶ

べ
き
は
鈔
記
の
早
く
終

つ
た

こ
ざ
で
あ
る
。
予
若
し
默
止
し
終
ら
ん
か
、
悔
を
千
載
に
貽
し
た
で
あ
ら
ふ
。

こ
の
鈔

一
部
七
卷

は
、
相
傳

の
義
を
記
し
た
の
で
は
あ

る
が

、
定
め
て
誤
り
が
あ
る
で
あ
ら
ふ
。
留
て
之
を
後
賢
に
贈
る
、
决
し
て
添
削
を
恐
れ
給
ふ
な
。
沙
門
了
惠
謹
書

Σ
記
さ
れ
て
あ
る
。

七
、
選
擇
大
綱
鈔
三
卷

こ
の
書
は
永

仁
四
年
夏
中
に
草
11+la
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
盖
し
望
西
の
眞
意
は
此
書
に
あ
る
か
。

八
、
論
註
拾
遺
鈔
三
卷

こ

の
書
の
著
述
に
鬪
す
る
委
し
い
こ
噛こ
を
知
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
唯
だ
最
後

に
嘉
元
四
年
之
を
記
し
畢
る
・こ
認

さ
れ
て
あ
る
の
み
で
あ

る
。

一
詭
に
依
れ
ば
名
越
の
奪
觀
の
弟
子
良
然
の
作
で
あ
る
ε
。

九
、
傳
逋
記
料
簡
鈔
六
卷

こ

の
書
は
文
保
元
年

に
著
は
さ
れ
九
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
不
幸
に
し
て
余
は
未
だ
こ
の
本
を
見
た
こ
,こ
が

な
い
。

十
、
扶
選
擇
正
輪
遒
義

一
卷

十

一
、
新
扶
選
擇
報
恩
集

二
卷

元

亨

二
年
+
月
上
旬
、
此
等
の
書
を
著

は
し
て
、
明
惠
上
人
の
摧
邪
輪
、
並
に
莊
嚴
記
を
反
駁
し
、

選
擇
集
を
辨
護
さ
れ
た
。
そ
の
護
法

心
の
熟
烈
な
る
こ
,こ
は
、
か
の
序
文
に
明
か
で
あ
る
。
即
ち
か
の
集
の
序
に
云
～
丶
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舊
し
聞
く
高
山
寺
の
辨
上
人
は
、
華
嚴
宗
乗
の
碩
徳
,
博
學
多
聞
の
導
師
な
り
、
道
俗
貴
牋
誰
れ
か
仰
が
ざ
る
者
あ
ら
ん
や
。
営
て
摧
邪

輪
を
作

つ
て
選
擇
集
を
破
す
。
寔
に
以
れ
ば
逹
士
の
難
破
、
筆
鋒
利
な
り
・こ
雖
も
、
租
師
の
弘
化
流
傳
妨
ぐ
る
こ
、こ
な
し
。
能
破
の
義
還

つ

て
擢
け

、
所
述
の
文
漸
く
隱
る
。
摧
轄
己
に
昔
H
に
脱
し
、
邪
輪
徒
に
他
世
に
廻
る
。
故
に
入
こ
の
書
を
呼
ん
で
邪
輪

-こ
い
ふ
、
ま
た
宜
な

ら
ず
や
。
然
り
・こ
雖
も
、
子
孫
の
末
に
居
て
父
租
の
本
を
扶
け
る
は
、
先
賢
の
軌
範
に
し
て
後
學
の
報
恩
な
り
。
妙
樂

の
清
凉
の
妨
を
徴
渝

し
、
戒
度
の
道
因
の
破
を
曾
逋
す
る
が
如
き
は
、
乃
ち
そ
の
先
蹤
な
り
。

い
か
に
况
ん
や
、
長
樂
寺
の
寛
律
師
は
、
顯
選
擇
を
造
つ
て
定
照

の
愚
難

を
破
し
、
朝

日
山
の
寂
上
人
は
慧
命
義
を
撰
し
て
高
辮
の
邪
輪
を
曾
す
る
を
や
。

予
苟
も
黒
谷

の
餘
流
を
酌
み
、
漸
く
自
道
の
正
路

に
赴
く

は
偏
に
こ
れ
祗
師
の
慈
恩
な
り
。
豈
に
選
擇
の
慈
化
に
あ
ら
す
や
。
な
ん
ぞ
報
恩
の
道
を
忘
れ
て
、
謝
徳
の
思
ひ
な
か
ら
ん
や
。
た

・・
そ
の
理
に
長
す

る
を
取
り
、
そ
の
情

に
黨
す
る
こ
・こ
を
作
ざ
す
。
是

に
於
て
編
撰
す
。
昔
し
覺
性
上
人
證
大
、こ
い
ふ
者
あ
り
。
扶
選
擇
論

七
卷
、
護
源
報
恩
論

一
卷
を
作
り
、
反
て
邪
輪
を
破
し
て
廣
く
選
擇
を
扶
く
。
そ
の
義
多
く
天
台
宗
に
據
り
、

か
の
文
未
だ
京
師
の
意
を
毳

さ
す
、
逡
恨
な
く
ん
ば
あ
ら
す
。
是
を
以
て
今
略
し
て
大
師
の
宗
義
を
述
べ
て
選
擇
の
勸
化
を
扶
け
、

重
ね
て
邪
輪
難

破
の
綱
要
を
會
し
て

憩
師
報
恩
の
萬

一
に
擬
す
。
故
に
題
し
て
新
扶
選
擇
報
恩
集
く」名
く
。
時
や
元
亨
第
二
の
暦
。
初
冬
上
旬
の
辰
・し
い
ふ
こ
・こ
爾

り
。

十
二
、

天
台
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
七
卷

こ
の
書
は
元
徳
二
年
十
二
月
十

一
日
に
著

は
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

十
一气

無
量
壽
經
大
意

一
卷

十
四
、
往
生
論
註
略
鈔
二
卷

十
充
、
往
生
拾
因
私
記
三
卷

己
上

の
三
書

は
選
述
の
年
代
が
記
さ
れ
て
な
い
。
了
惠
の
書
物
は
大
抵
み
な
序
文
か
蹟
文
か
あ

つ
て
、
選
述
の
事
情
年
月
等
が
明
さ
れ
て

あ
ゐ
の
に
、
こ
れ
ら
の
三
暑

は
何
故

か
全
く
そ
れ
が
示
さ
れ
て
な

い
。
然
し
な
が
ら
了
惠

の
著
書
の
大
部
分
に
、
著
逋

年
代
が
記
さ
れ
て
あ
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る
こ
ざ
は
、
ま
こ
ε
に
喜
ば
し
い
こ
嘔こ
で
あ

る
。

あ

、
上
人
寂
を
示
し
て
、
既
に
六
百
の
星
霜
を
邊

つ
た
。
然
し
此
等
の
著
書
を
逋
し
て
上
入
の
思
想
を
知

る
こ
・こ
が

出
來
た
の
は
、
寔
に

吾
々
の
幸

疆
で
あ
る
。
上
人
の
徳
は
こ
の
著
書
S
共
に
、
上
人
の
努
力
は
.
上
人
の
光
は
、
こ
の
書

ε
共
に
永
遑
に
輝
く
こ
ε
で
あ
ら
ふ
。

今
上
人
の
六
百
回
忌

を
邀
ふ
る
に
方

つ
て
、
同
志
相
謀
り
て
、
上
人
の
學
徳
の
幾
分
を
も
、
祗
會
に
紹
介
せ
ん

、こ
し
て
、
こ
の
號
を
發
刊
し

九
の
で
あ
る
。
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